
畑名 Steiner (シュタイネール) （グランクリュの認定畑）
標高 200m~300m
土壌：アラゴナイト混じりの石灰質

品種：ゲヴュルツトラミネール、ピノノワール、ピノグリ

土壌：小石混じりの石灰質

品種：ピノグリ、リースリング（一部グレローズも）

特徴：南傾斜の畑。あらゆる品種に対応する。石灰質土壌は

熱を保温しやすく、必然的にブドウも早熟。勢いのある酸が

特徴、アラゴナイト混じりは特に酸がシャープ。全体的に力

強く、コショウなどスパイシーな味わい。ゲヴュルツは、エ

キゾチックさよりも、野ばらやクローブの香りが出る。

畑名：Bihl (ビル) 標高 200ｍ 土壌：小石混じりの石灰質

特徴：グレローズに比べて、さらに繊細で上品な酸のあるワインに仕上がる

本日ご紹介のワイン：シルヴァネール ビル 2014

畑名 Sandstein(サンシュタイ
ン) 標高 200m~300m 土壌：

グレローズ混じりの石灰質

特徴：1921 年に植えたピノノ
ワールが一番古い木 晩熟タ

イプで、畑は東向き。

本日ご紹介のワイン：ピノノワ

ールサンシュタイン 2008

ジェネリック 土壌：グレローズ（ピンクの

小石）混じりの石灰質・粘土質（全体に点在）

品種：リースリング、ゲヴュルツトラミネー

ル、シルヴァネール、ピノノワール

特徴：繊細な酸とフィネスのある味わいを与

える。特に、ピノノワールが一番合っていて、

他にシルヴァネール、リースリングに適して

いる。味わいにヴィヴィッドな爽やかさとス

パイシーさを与える。

本日ご紹介のワイン：

リースリング(サンスフル)2014、シルヴァネー
ル 2014、ピノブラン 2014、ゲヴュルツトラ
ミネール 2014、ピノノワール 2014、リース
リング グランフレトリ 2010、ゲヴュルツト
ラミネール グレンドフォリ 2010、クレマン
ダルザス 2011、ペットナット 2014

ジェネリック 土壌：泥状石灰質

特徴：ピノブランやリースリングに適している。酸が優しくグレープフルー

ツ、白桃などの白いフルーツの爽やかな味わいを与える。グレローズよりも

骨格のあるワインになりやすい。

本日ご紹介のワイン：リースリング 2014

Steiner (シュタイネール )
最後の‘t’ は、わざと落として
います。詳しくはセミナーに

て！

本日ご紹介のワイン：

ピノノワールシュタイネール

2014&2012&2009、
ゲヴュルツトラミネール シ

ュタイネール 2014＆2013、
ﾋﾟﾉグリシュタイネール、

2013、リースリング シュタ

イネール 2013

Q. アルザス地方の特徴
A. フランスの北東、ライン河をはさんでドイツと国境を接する地域。アル
ザスの葡萄畑は、ヴォージュ山脈の東側標高 200ｍ～400ｍの斜面に広がり、
東西の最大幅が 3ｋｍ、南北に 96kmと縦長の地域で、面積は 14000ha。全
体の 4%がグランクリュ認定を受けている。

← ©google map（３Ｄ地図につき、手前が拡大され実際とは一部異なります。ご了承ください）

ドメーヌ ÉングランジÊ

アルザス地ËでÌÍされている品種は、ÎはピノノワールのÏ、9ÐÑ上は白の品種
リースリング（酸に勢いがあり、ÒÓÔをÕÖ合わ×、熟ØÙ力をもつ）

ピノグリ（ÚÛがÜ、スÝーキーな香りをÞじられ、エレÉントだが力強いßラン

ス）

シルヴァネール（のどのàきをいやしてくれるよáな爽やかさ、âãがä定）

ピノブラン（クレマンにåわれるæとがçい。アルコールèはéêで、酸がëì）

ゲヴュルツトラミネール（ÚÛがピンクで、香りはトロピíルフルーツ、ßラなど

Ｑ.アルザス地方の気候の特徴
îïðはñくてòはóい。ヴォージュ山脈のôかõでöの÷øを受けù、úûãは

フランス最üãで、年ýþÿ 500mm~600mm。Āāãがçく、Ăăした大ĄÔą
Ć。ćĈはĉĊのą温のóċČでčĎをďれるラインĐのđďからしばしばĒがē

ばれる。

Ｑ. アルザス地方で、品種が多い理由
îヴォージュĔĕ地Ėは、4500ė年前の地Ęęの際にĚěに地Ĝができたたê、ĝ
りĞんだğĠがġをだし、ĢのģĤĥĦħを受けéいĔや山となった。Ĩěな地Ġ

がパッチワークのよáにĩĪするたê、土壌の種īがçく、Ĭěな品種をÌÍする

æとができる。


